
　
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
世
田
谷
区
立
太
子
堂
小
学

校
は
、
地
域
の
祭
り
の
会
場
に
な
る
な
ど
、
地
域
社

会
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
学
校
だ
。
通
学
範
囲
が

広
く
、
私
立
中
学
校
に
進
学
す
る
子
ど
も
も
一
定
数

い
る
た
め
、
全
て
の
卒
業
生
が
同
じ
中
学
校
に
進
学

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中
学
校
と
の
接
続

を
強
化
す
る
こ
と
は
、重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

そ
の
背
景
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
ま
ず
、
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活
・
学
習
習
慣
や

意
識
の
面
で
、
中
学
校
が
期
待
す
る
状
態
で
送
り
出

◎３校の小学校から１校の中学校に行く
が、進学者のほとんどが太子堂小学校
の児童である

◎６年生が４日間、中学校で生活する「１
ウイークプレ中学生」を実施。中学校
で授業や部活動などを体験する

◎「１ウイークプレ中学生」では、小学校
の全学年の担任が、中学校で過ごし授
業を受ける子どもの様子を見学する

◎小学校の授業研究会に中学校の教師全
員が参加。共通の「授業力診断シート」
を使い、特に重点を置いて見て欲しい項
目を中心に同じ視点で授業を見て、話し
合う

ポイント取り組みの
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小
中
の
教
師
が
共
通
の
視
点
で

授
業
を
評
価
す
る
シ
ー
ト
を
活
用

世
田
谷
区
立
太
子
堂
小
学
校
と
同
区
立
太
子
堂
中
学
校
は
、

小
学
生
が
４
日
間
中
学
校
に
通
う
「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」
や

小
中
の
教
師
が
共
通
の
視
点
で
子
ど
も
を
見
取
る
「
授
業
力
診
断
シ
ー
ト
」
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

小
学
校
・
中
学
校
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
子
ど
も
と
教
師
の
意
識
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

学
校
事
例

東
京
都

世
田
谷
区
立
太
子
堂
小
学
校

3

校長 吉野勇次先生

児童数 ４３３人 学級数　１４学級

所在地 〒154-0004　東京都世田谷区太子堂5-7-4

TEL 03-3413-4621

URL http://school.setagaya.ed.jp/tau/

公開研究会　未定

◎１９２９（昭和４）年開
校。渋谷駅から電車で５
分程の住宅街の中に位置
する。「せたがや９年教
育」を標榜して小中一貫
教育に取り組む他、「エコ
ライフ活動」など独自の
活動も積極的に進める。

S c h o o l  D a t a◉
背
景

６
年
間
の
成
長
を

中
学
校
に
い
か
に
引
き
継
ぐ
か
が
課
題



せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た

と
、
吉
野
勇
次
校
長
は
話
す
。

　「
中
学
校
で
は
、『
話
を
き
ち
ん
と
聞
け
る
』『
言

わ
れ
た
通
り
に
行
動
で
き
る
』
な
ど
、
い
わ
ば
当
た

り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
出
来
る
状
態
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
学
校
低
学
年
で

行
っ
て
い
る
『
母
親
役
』
の
よ
う
な
指
導
を
、
高
学

年
に
な
る
に
つ
れ
て
自
立
さ
せ
る
指
導
に
転
換
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
元
々
中
学
校
を
意

識
し
た
指
導
を
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
子

ど
も
が
教
師
に
頼
ら
ず
に
自
分
で
考
え
る
姿
勢
が
不

十
分
で
、
中
学
校
で
の
指
導
に
戸
惑
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
よ
う
で
し
た
」

　
同
校
は
、
子
ど
も
の
成
長
過
程
や
指
導
方
法
を
、

中
学
校
と
共
有
し
、
中
学
校
を
意
識
し
た
指
導
を

も
っ
と
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
た
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
中
学
校
の
小
学
生
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、

６
年
間
で
培
っ
た
力
が
し
っ
か
り
引
き
継
が
れ
る
と

い
う
期
待
が
あ
っ
た
。

　
た
だ
、
中
学
校
に
は
「
子
ど
も
の
自
覚
を
促
す
た

め
に
、
環
境
の
変
化
な
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
程
度

あ
っ
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
考
え
も
あ
り
、
そ
の
点

で
小
中
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
対
し
て
異
な
る
意
見

も
あ
っ
た
と
い
う
。
10
年
度
ま
で
研
究
主
任
を
務
め

て
い
た
梅
田
正
弥
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
確
か
に
環
境
の
変
化
が
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
不
登
校
に
最
も
陥
り
が
ち
な

の
は
中
学
１
年
生
で
、
こ
の
時
期
に
つ
ま
ず
く
可
能

性
が
と
て
も
高
い
の
で
す
。
学
習
に
向
か
う
姿
勢
、

礼
儀
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、
９
年
間
で
系
統
的
に
指
導

し
た
方
が
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け

ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
よ
う
、
中
学
校
と
協
力
し
合
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
ま
た
、
吉
野
校
長
は
、
小
中
連
携
の
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
公
立
中
学
校

へ
の
信
頼
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
私
立
中
学
校
へ
の
進
学
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
、

公
立
小
学
校
の
教
師
と
し
て
、
地
域
の
公
立
中
学
校

に
も
安
心
し
て
進
学
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
」

　
同
校
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
中
学
校
の
教
師
が
小
学

校
で
出
前
授
業
を
し
た
り
、
小
学
生
が
中
学
校
の
部

活
動
を
体
験
し
た
り
と
い
っ
た
連
携
は
行
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
「
行
き
詰
ま

り
」
を
感
じ
て
い
た
面
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
特
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
の
が
、
学
力
を
高
め

る
上
で
重
要
な
教
科
指
導
に
お
け
る
連
携
で
し
た
。

大
き
な
原
因
の
１
つ
は
、
教
科
研
究
の
進
め
方
が
小

学
校
と
中
学
校
で
違
う
こ
と
で
す
。
小
学
校
は
授
業

研
究
を
頻
繁
に
行
い
、
学
校
全
体
で
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
が
、中
学
校
で
は
生
活
指
導
が
中
心
と
な
り
、

教
科
研
究
は
個
々
に
任
せ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
以
前
か
ら
本
校
の
公
開
授
業
な
ど
に
中
学
校
の

先
生
方
を
招
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
違
い
が
壁
と

な
り
、あ
ま
り
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」（
梅

田
先
生
）

　
中
学
校
の
教
師
に
は
、
自
分
の
専
門
以
外
の
教
科

に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
と
い
う
雰
囲

気
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
小
学
校
の
授
業
研
究
会
に
参

加
し
て
も
、
教
科
指
導
の
連
携
を
考
え
る
レ
ベ
ル
ま

で
話
し
合
い
が
深
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
10
年
度
、

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校
と
協
力
し
て
準
備
を

進
め
、
11
年
度
か
ら
本
格
的
に
小
中
連
携
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　
９
月
に
行
っ
た
の
は「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」

だ
。
水
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
４
日
間
、
６
年
生
が
小

学
校
の
担
任
と
共
に
中
学
校
に
通
う
（
写
真
）。

　「
中
学
校
の
教
室
で
過
ご
し
、
中
学
校
の
先
生
の

授
業
を
受
け
た
り
、
部
活
動
を
体
験
し
た
り
す
る
こ

世
田
谷
区
立
太
子
堂
小
学
校

梅
田
正
弥Um

eta M
asaya

教
務
主
幹
補
佐
、
５
学
年
担
任
。「
人
と
し

て
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
常
に
成
長
し
社
会
に

立
派
に
参
画
で
き
る
人
間
で
あ
り
た
い
」

世
田
谷
区
立
太
子
堂
小
学
校
校
長

吉
野
勇
次Yoshino Yuji

「
ど
ん
な
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
た
く
ま
し
い

心
と
健
康
な
体
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
夢
を

実
現
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
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教
科
研
究
の
文
化
の
違
い
か
ら

教
科
指
導
の
連
携
に
課
題

◉
取
り
組
み
内
容
と
工
夫

４
日
間
中
学
校
に
通
う

「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」



特集

小中接続──子どもの学びを中学校へつなぐ

と
で
、
中
学
校
生
活
を
体
感
さ
せ
、
来
春
か
ら
中
学

生
だ
と
い
う
自
覚
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の

目
的
で
す
」（
吉
野
校
長
）

　
こ
れ
ま
で
別
々
の
時
期
に
行
っ
て
い
た
中
学
校
教

師
の
出
前
授
業
や
部
活
動
体
験
、
保
護
者
説
明
会
な

ど
を
ま
と
め
て
行
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

実
施
に
踏
み
切
っ
た
。
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
っ
た

が
、保
護
者
が
通
学
路
に
立
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
、

給
食
は
小
学
校
で
作
っ
た
も
の
を
中
学
校
に
運
ぶ
な

ど
、
一
つ
ひ
と
つ
を
解
決
し
て
実
現
に
至
っ
た
。

　
期
間
中
の
授
業
は
、
小
学
校
の
担
任
が
行
う
通
常

の
授
業
と
、
中
学
校
教
師
が
行
う
授
業
が
ほ
ぼ
半
々

の
割
合
だ
（
図
１
）。
普
段
受
け
て
い
る
担
任
の
授

業
で
も
、
中
学
校
の
教
室
で
行
う
た
め
普
段
と
は
異

な
る
緊
張
感
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
通
常
よ
り
５
分

長
い
50
分
間
授
業
で
あ
る
こ
と
も
子
ど
も
に
と
っ
て

は
特
別
な
体
験
だ
。

　「
５
分
違
う
だ
け
で
も
、
か
な
り
長
い
と
感
じ
た

子
ど
も
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
」（
梅
田
先
生
）

　
中
学
校
教
師
の
授
業
で
は
、
小
学
校
の
単
元
の
内

容
で
は
な
く
、
中
学
校
で
の
各
教
科
の
学
び
方
な
ど

を
中
心
に
進
め
た
。
中
学
校
の
授
業
内
容
が
小
学
校

の
授
業
内
容
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
を

説
明
す
る
教
師
も
い
た
と
い
う
。
多
く
の
子
ど
も
が

中
学
校
の
授
業
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　
11
年
度
は
、
授
業
研
究
会
の
見
直
し
も
進
め
た
。

教
科
指
導
の
連
携
が
な
か
な
か
深
ま
ら
な
い
と
い
う

課
題
の
克
服
が
大
き
な
ね
ら
い
だ
。

　「
本
校
の
授
業
研
究
会
に
参
加
す
る
太
子
堂
中
学

校
の
先
生
は
、
10
年
度
ま
で
は
数
人
程
度
で
し
た
。

11
年
度
は
年
度
当
初
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伝
え
、
全

て
の
先
生
に
参
観
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
小
・
中
学
校
の
総
勢
約
40
人
の

教
師
が
参
加
し
て
、
公
開
授
業
や
事
後
研
究
会
を
実

施
し
ま
し
た
」（
梅
田
先
生
）

　
同
様
に
、
太
子
堂
中
学
校
の
授
業
研
究
会
に
は
太

子
堂
小
学
校
の
全
教
師
が
参
加
し
て
い
る
。
11
年
度

は
、
小
学
校
で
は
理
科
と
体
育
、
中
学
校
で
は
技
術
・

家
庭
と
、
計
３
回
、
合
同
の
授
業
研
究
会
を
実
施
し

た
。
同
小
学
校
は
20
代
の
若
手
教
師
が
多
く
、
実
験

が
多
い
理
科
の
授
業
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
教
師

も
い
る
。
そ
こ
で
、
若
手
教
師
が
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の

指
導
技
術
を
継
承
す
る
と
共
に
、
中
学
校
教
師
か
ら

専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
科

の
１
つ
に
理
科
を
選
ん
だ
。

　
更
に
、
教
科
指
導
の
連
携
の
充
実
を
図
る
た
め
に

新
た
に
導
入
し
た
の
が
、
公
開
授
業
の
際
、
参
観
す

る
教
師
が
授
業
を
見
る
視
点
を
定
め
た
「
授
業
力
自

己
診
断
シ
ー
ト
」
だ
（
Ｐ
．24
図
２
）。
シ
ー
ト
に
は

授
業
を
構
成
す
る
要
素
が
各
項
目
に
分
類
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
を
４
段
階
で
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　「
自
己
診
断
の
項
目
は
、
教
科
の
中
身
で
は
な
く
、

授
業
観
や
指
導
観
、
指
導
技
術
な
ど
、
教
科
に
共
通

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト
を
使
え

図１ 「１ウイークプレ中学生」の時間割（６年１組の例）

実際の時間割。囲みが中学校教師による授業など。土曜には保護者説明会を実施

1

2

3

4

5

6

７（水） 8（木） 9（金） 10（土）

対面式

国　語

社　会

理　科

算　数

部活動体験

英　語

国　語

プール

太子堂タイム

社　会

算　数

日本語

技　術

音　楽

国　語

数　学

算　数

算　数

道　徳

生徒会

保護者
説明会

写真　「１ウイークプレ中学生」で小学校にはない技術の授業を受ける子どもたち。
いくつかの教科の他、中学校の生徒会活動も見学して、中学生への意識を高めた
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「
授
業
力
自
己
診
断
シ
ー
ト
」で

小
中
の
教
師
が
同
じ
視
点
で
授
業
を
参
観

＊同校の資料を基に編集部で作成



ば
、
中
学
校
教
師
が
専
門
外
の
科
目
を
参
観
し
た
場

合
で
も
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
授
業
を
見
れ
ば
よ
い

か
が
明
確
に
な
り
、
発
言
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
シ
ー
ト
は
、
授
業
者
が
自
己
評
価
を
す

る
た
め
に
も
有
用
で
す
」（
梅
田
先
生
）

　
公
開
授
業
を
行
う
教
師
は
、
特
に
重
点
を
置
い
て

見
て
ほ
し
い
項
目
を
３
つ
程
度
、
あ
ら
か
じ
め
伝
え

て
お
く
。
参
観
す
る
教
師
は
、そ
の
項
目
に
つ
い
て
、

良
か
っ
た
点
や
課
題
な
ど
を
、
３
色
の
付
せ
ん
に
分

け
て
記
入
す
る
。
事
後
研
究
会
で
は
、
小
・
中
学
校

の
教
師
が
混
ざ
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
、

付
せ
ん
の
内
容
を
基
に
意
見
を
出
し
合
い
、
模
造
紙

に
ま
と
め
て
全
体
に
発
表
す
る
。

　
こ
の
シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
に

比
べ
、
中
学
校
教
師
か
ら
、
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
、

指
示
の
出
し
方
、
動
か
し
方
、
教
材
の
提
示
の
方
法
、

学
級
掲
示
の
工
夫
な
ど
、
具
体
的
な
指
摘
や
提
案
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「『
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
』
は
、
小
学
校
と
中
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◉
成
果
・
今
後
に
向
け
て

子
ど
も
と
教
師
の
意
識
に
変
化

同
じ
方
向
性
で
研
究
を
継
続

図２ 「授業力自己診断シート」

図３ 「１ウイークプレ中学生」教職員へのアンケート結果（一部抜粋）

終了後、子どもがたくさんの思い出（プラス面もマイ
ナス面も）を伝えに来てくれた。６年生にとっても、
とても印象深い４日間になったようだ。
授業中に私語への厳しさを感じたようだ。話を聞いて
いない生徒は放っておかれるというシビアさを体験で
きたと思う。
中学校との温度差を感じた。さまざまな教材を工夫し
ている先生の授業を見て、自分の授業に生かしたいと
感じた。
授業時間が長かったと訴える子どもがいた。開始前に
中学校の時間割に慣れさせる工夫が必要かもしれない。
できる限り全部の教科の中学校の先生から教えてもら
いたい。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

小学生にとっては、50分授業や実技教科の体験などを
通して中学生への意識が高まったと思う。
「中１ギャップ」は多少なりとも、解消されたのではな
いかと思う。
小学生の作業の理解力や作業速度を見ることができ、
中学生の指導に対して参考になった。
来年、太子堂中学校に来るかもしれない児童の雰囲気・
様子が見えた。
前もって、小学校の先生から、英語学習の様子や生徒
のレベルを聞くことが出来た方がよかった。

◎小学校 ◎中学校

＊同校の資料から抜粋し、編集部で作成

＊同校の資料をそのまま掲載



特集

小中接続──子どもの学びを中学校へつなぐ

学
校
の
教
師
が
小
中
連
携
に
お
け
る
課
題
を
意
識
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
子

ど
も
を
見
取
る
共
通
の
視
点
を
持
ち
、
恒
常
的
に
授

業
を
改
善
す
る
た
め
に
有
効
な
の
が
『
授
業
力
自
己

診
断
シ
ー
ト
』
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」（
吉
野
校
長
）

　
子
ど
も
か
ら
は
、「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」

を
通
し
て
、「
も
う
す
ぐ
中
学
生
に
な
る
」
と
い
う

自
覚
が
高
ま
り
、「
残
り
の
小
学
校
生
活
を
充
実
さ

せ
よ
う
と
思
っ
た
」「
私
語
へ
の
厳
し
さ
が
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
実
感
の
こ
も
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら
れ

た
。
次
年
度
以
降
は
、
中
学
校
で
受
け
る
授
業
を
全

教
科
に
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
吉
野
校
長
は
、「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」
の

期
間
中
、
６
年
生
以
外
の
担
任
に
も
中
学
校
を
訪
れ

る
よ
う
に
促
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
教
師
の
中
学
校

に
対
す
る
理
解
も
深
ま
っ
た
と
い
う
（
図
３
）。

　「
低
学
年
の
教
師
を
含
め
、
実
際
に
中
学
校
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
『
６
年
間
』
で
考
え
て
い

た
こ
と
を
、
中
学
校
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
『
９
年

間
』
と
し
て
捉
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
生
活
を
通
し
て
最
終
的
に
ど
の
段
階
ま

で
育
て
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
感
覚
も
育
ま
れ
て

き
た
よ
う
で
す
」（
吉
野
校
長
）

　
ま
た
、
中
学
校
は
教
科
担
任
制
で
、
教
え
る
量
も

多
く
、
小
学
校
と
は
授
業
の
方
法
が
か
な
り
異
な
る

こ
と
に
、
教
師
は
改
め
て
気
付
い
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
違
い
を
理
解
す
れ
ば
、
小
学
校
の
指
導
を
少
し

変
え
て
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
。

　「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」
は
、
中
学
校
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
小
学
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
教
師
が
か
か
わ

る
こ
と
に
な
り
、
全
体
的
に
小
中
連
携
へ
の
理
解
や

関
心
が
深
ま
っ
た
。

　「
小
学
生
の
作
業
速
度
が
思
っ
た
以
上
に
遅
い
た

め
、
導
入
期
の
指
導
に
工
夫
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
の
実
態
を
じ
っ
く
り
と
見
ら
れ
る
た
め
、
新

入
生
に
対
す
る
心
構
え
や
準
備
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

整
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
」（
吉
野
校
長
）

　
ま
た
、「
授
業
力
自
己
診
断
シ
ー
ト
」
に
よ
り
、

学
校
種
や
教
科
を
超
え
て
授
業
を
見
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
中
学
校
の
体
育
教
師
か
ら
小
学
校

の
体
育
の
授
業
で
は
準
備
体
操
が
不
十
分
で
は
な
い

か
と
い
う
指
摘
を
受
け
る
な
ど
、
専
門
性
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
て
い
る
。
逆
に
、

小
学
校
の
授
業
を
参
観
し
て
、
特
別
な
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
や
校
内
の
掲
示

物
な
ど
に
関
し
て
、
中
学
校
と
し
て
改
善
の
ヒ
ン
ト

を
得
た
と
い
っ
た
発
言
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
小
・
中
学
校
の

つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
こ
と
は
、
授
業
研
究
会
に
も

相
乗
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　「
小
学
校
の
指
導
や
子
ど
も
の
実
態
を
よ
り
深
く

知
っ
た
上
で
授
業
研
究
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

る
た
め
、実
り
の
あ
る
話
し
合
い
が
出
来
て
い
ま
す
」

（
梅
田
先
生
）

　
11
年
度
よ
り
「
１
ウ
イ
ー
ク
プ
レ
中
学
生
」
や
「
授

業
力
自
己
診
断
シ
ー
ト
」
を
使
っ
た
合
同
の
授
業
研

究
会
な
ど
、
小
・
中
学
校
の
教
師
が
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
増
え
、
教
師
同
士
の
人
間
関
係
も
か
な
り
深

ま
っ
て
き
た
。

　
新
た
な
取
り
組
み
は
い
ず
れ
も
良
い
成
果
が
出
て

い
る
た
め
、
今
後
も
、
現
在
の
方
向
性
で
研
究
を
進

め
て
い
く
方
針
だ
。

　「
学
校
現
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
創
意
工
夫

を
発
揮
し
、
そ
れ
を
互
い
に
見
て
、
高
め
る
こ
と
の

出
来
る
『
研
究
所
』
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
試
行
錯
誤
し
、『
子
ど
も

に
こ
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
、
全
体
に
広
げ
て
み

よ
う
』
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
研
究
を
進
め
ら
れ
る
教

師
集
団
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」（
吉
野
校
長
）

　多忙な先生方の意識を変えていくのが校長の役割で
す。小中連携では、双方の校長が課題をしっかり話し
合い、教師に働き掛けることが大切だと考えます。あ
まり難しく考えず、まずは「子どもを見合おう」とい
う気軽な気持ちで始められるように促しています。
　取り組みの全ては、「人」の熱意で始まるものです。
経験や立場にかかわらず、熱意のある人が「これをや
りたい」と言いだし、仲間がどんどん増えて全校に広
がっていくような学校づくりを、校長として目指した
いと思います。

校長としての役割
吉野校長が重視する
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